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東京都労働委員会に相談 

 

 

４月２２日東京都労働委員会に対して、４月１９日「平成２５年度要

員計画」を説明する業務委員会で、この間慣例として会社側が回答して

いた『各職場毎の社員数、基準人員』を「答える必要がない」とした問

題で相談にいきました。 

相談に行って明らかになったことは「慣例として答えてきたものを急

にやめ、しかも理由がはっきりしないというのは、不当労働行為の救済

の対象である」というものです。 

 

新幹線地本は４月２３日、毎年慣例となっている各職場毎の要員につい

て今回は明らかにしない理由は何かを求めて申し入れを行いました。 

 

会社は、平成 25 年度実行計画の中で『健全で良好な労使関係の一層の

充実』という重点目標を掲げています。しかし、実態は慣例・慣行をや

ぶり団体交渉に準ずる業務委員会において「組合の質問に答えない」と

いう姿勢です。これが「健全で良好な労使関係」なのでしょうか。 

私たちは労使協議の否定・軽視を許さず闘います 


